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平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)　橋梁下部工(4号橋)工事
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注記
　1.伸縮装置用ｱﾝｶｰ筋は、伸縮装置詳細図によること。
　2.踏掛版ずれ止めｱﾝｶｰは、踏掛版構造図によること。
　3.二次施工については，伸縮装置設置時に
　  コンクリートを打設すること。
　4.落橋防止装置箱抜孔は，落橋防止装置図によること。

※落橋防止装置箱抜孔と受台アンカーバーが，
　干渉する箇所については箱抜孔位置を優先すること。
　その際のアンカー筋位置については，
　現場で微調整にて対応することとする。
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使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

Ａ １ 橋 台 構 造 図 ( そ の 1 ) S=1:100
(支承条件：可動)
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【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.

4/40

図　示

Ａ１橋台構造図(その1)

宮城県登米市迫町北方　地内
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σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

▽3.019
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▽10.809 ▽10.845
(▽10.847)

6 - 6

▽3.019

▽9.743

▽11.029 ▽11.064
(▽11.062)

7 - 7

壁高欄詳細図 S=1:30

▽9.539

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=18本

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=18本

▽9.778

コンクリート塗装
コンクリート塗装

二次施工 二次施工

アンカー箱抜孔詳細図 S=1:30

支承部モルタル詳細図 S=1:30

0°
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00
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3.0%

3.0%

アンカー孔モルタル
φ150x520

落橋防止装置箱抜孔詳細図 S=1:50
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正 面 図

平 面 図

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

▽9.539

▽10.809

▽9.778

▽11.029

※ 落橋防止装置箱抜孔のセット角は，
　 桁方向に合わせること。また，
　 縦断方向にはレベルに設置すること。

※落橋防止装置箱抜孔と受台アンカーバーが，
　干渉する箇所については箱抜孔位置を優先すること。
　その際のアンカー筋位置については，
　現場で微調整にて対応することとする。

注記
　1.伸縮装置用ｱﾝｶｰ筋は、伸縮装置詳細図によること。
　2.踏掛版ずれ止めｱﾝｶｰは、踏掛版構造図によること。
　3.二次施工については，伸縮装置設置時に
　  コンクリートを打設すること。
　4.落橋防止装置箱抜孔は，落橋防止装置図によること。

※( )内寸法及び標高については
　ウイング内側を示す。
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均しコンクリート t=100mm

基礎砕石 t=200mm
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基礎砕石 t=200mm
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▽10.278

▽10.303

▽10.329

(支承条件：可動)

Ａ １ 橋 台 構 造 図 ( そ の 2 ) S=1:100

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.

5/40

図　示

Ａ１橋台構造図(その2)

宮城県登米市迫町北方　地内
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※　組立筋の半円形フックは、前背面交互に配置する。
　　背面側配力筋は、本来D16でいいが
　　(主鉄筋の1/3以上)ウイング補強筋を兼ねるため
　　D19とする。

背面側 前面側

(パラペット)

かぶり詳細図
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主鉄筋 D22

配力筋 D16
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※落橋防止箱抜孔と受台アンカーバーが
　干渉する箇所については、箱抜孔位置を優先すること
　その際のアンカー位置については
　現場で微調整にて対応すること。

U4
1
8
-
D
2
2
 
X
 
5
0
0

2

2

3

3

44

位置図

(支承条件：可動)

Ａ １ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 1 ) S=1:50
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使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345
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落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

落橋防止装置ピッチ

落橋防止装置ピッチ

【４号橋】
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路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.

6/40

図　示

Ａ１橋台配筋図(その1)

宮城県登米市迫町北方　地内
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※　帯鉄筋の重ね継手位置は、千鳥となるように
　　配置すること。

(支承条件：可動)

Ａ １ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 2 ) S=1:50

【４号橋】
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図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.

7/40

図　示

Ａ１橋台配筋図(その2)

宮城県登米市迫町北方　地内
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※　帯鉄筋の重ね継手位置は、千鳥となるように
　　配置すること。

(支承条件：可動)

Ａ １ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 3 ) S=1:50
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設計
年度

NO.
～NO.図　示

11/40

Ａ１橋台配筋図(その6)

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345
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(支承条件：可動)

Ａ １ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 7 ) S=1:50

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

12/40

Ａ１橋台配筋図(その7)

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

Ａ １ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 8 )

鉄筋重量表(一次施工)

P 1 D22 2500 45 3.04 7.60 342

P  2 D22 2500 45 3.04 7.60 342

P  3 D19 10250 6 2.25 23.06 138

P  4 D16 9680 6 1.56 15.10 91

P  5 D13 590 43 0.995 0.59 25

P  6 D13 600 1 0.995 0.60 1

P  7 D13 600 1 0.995 0.60 1

P  8 D13 630 53 0.995 0.63 33

973

U  1 D16 2310 39 1.56 3.60 140

U  2 D16 2390 2 1.56 3.73 7

U  3 D16 2390 1 1.56 3.73 4

U  4 D22 500 18 3.04 1.52 27

U  5 D13 8720 4 0.995 8.68 35 （平均長）

213

H  1 D16 1100 108 1.56 1.72 186

H  2 D16 2330 9 1.56 3.63 33

219

A  1 D22 6550 41 3.04 19.91 816 （平均長）

A 2 D22 6540 41 3.04 19.88 815 （平均長）

A 3 D22 6430 7 3.04 19.55 137 （平均長）

A 4 D22 6660 7 3.04 20.25 142 （平均長）

A 5-1 D16 7930 19 1.56 12.37 235

A  5-2 D16 7920 19 1.56 12.36 235

A  5-3 D16 5500 19 1.56 8.58 163

A  5-4 D16 5500 19 1.56 8.58 163

A  6-1 D16 7930 19 1.56 12.37 235

A  6-2 D16 7920 19 1.56 12.36 235

A  6-3 D16 5500 19 1.56 8.58 163

A  6-4 D16 5500 19 1.56 8.58 163

A  7 D16 7920 1 1.56 12.36 12

A  8-1 D16 7930 1 1.56 12.37 12

A  8-2 D16 7930 1 1.56 12.37 12

A  8-3 D16 5500 1 1.56 8.58 9

A  8-4 D16 5500 1 1.56 8.58 9

A  9-1 D16 7930 1 1.56 12.37 12

A  9-2 D16 7930 1 1.56 12.37 12

A  9-3 D16 5500 1 1.56 8.58 9

A  9-4 D16 5500 1 1.56 8.58 9

A10 D16 1630 265 1.56 2.54 673

A11 D16 1670 42 1.56 2.61 110

A12 D16 2170 44 1.56 3.39 149

A13 D16 2240 1 1.56 3.49 3

A14 D16 2240 1 1.56 3.49 3

A15 D16 10680 4 1.56 16.66 67 （平均長）

A16-1 D16 5700 29 1.56 8.89 258

A16-2 D16 5700 29 1.56 8.89 258

5119

F  1 D16 4380 45 1.56 6.83 307

F  2 D16 7100 45 1.56 11.08 499

F  3 D16 11320 18 1.56 17.66 318

F  4-1 D22 10000 18 3.04 30.40 547

F  4-2 D22 5000 18 3.04 15.20 274

F  5 D19 10840 7 2.25 24.39 171

F  6 D19 10840 7 2.25 24.39 171

F  7 D19 4510 14 2.25 10.15 142

F  8-1 D16 1670 11 1.56 2.61 29

F  8-2 D16 1670 11 1.56 2.61 29

F  9-1 D16 1670 34 1.56 2.61 89

F  9-2 D16 1670 34 1.56 2.61 89

2665

W  1
L

D19 2540 4 2.25 5.72 23

W  2
L

D19 3390 18 2.25 7.63 137

W  3
L

D19 1870 2 2.25 4.21 8

W  4
L

D19 2970 18 2.25 6.68 120

W  5
L

D16 7470 9 1.56 11.65 105 （平均長）

W 6
L

D19 2540 1 2.25 5.72 6

W  7
L

D16 2390 5 1.56 3.73 19

W  8
L

D16 3340 17 1.56 5.21 89

W  9
L

D16 7470 8 1.56 11.65 93 （平均長）

W10
L

D16 2390 1 1.56 3.73 4

W11
L

D13 590 8 0.995 0.59 5

W12
L

D13 610 1 0.995 0.61 1

W13
L

D13 640 22 0.995 0.64 14

W14
L

D13 650 22 0.995 0.65 14

W15
L

D19 2150 1 2.25 4.84 5

W16
L

D16 2150 1 1.56 3.35 3

W17
L

D16 1000 9 1.56 1.56 14

W18
L

D16 1000 8 1.56 1.56 12

W19
L

D13 550 8 0.995 0.55 4

W20
L

D13 560 1 0.995 0.56 1

W21
L

D16 4500 3 1.56 7.02 21

698

W  1
R

D19 2540 5 2.25 5.72 29

W  2
R

D19 3390 18 2.25 7.63 137

W  3
R

D19 2290 2 2.25 5.15 10

W  4
R

D19 3860 18 2.25 8.69 156

W  5
R

D16 7680 8 1.56 11.98 96 （平均長）

W 6
R

D19 2540 1 2.25 5.72 6

W  7
R

D16 2380 5 1.56 3.71 19

W  8
R

D16 3340 18 1.56 5.21 94

W  9
R

D16 7680 9 1.56 11.98 108 （平均長）

W10
R

D16 2380 1 1.56 3.71 4

W11
R

D13 590 8 0.995 0.59 5

W12
R

D13 600 1 0.995 0.60 1

W13
R

D13 640 23 0.995 0.64 15

W14
R

D13 650 22 0.995 0.65 14

W15
R

D19 2150 1 2.25 4.84 5

W16
R

D16 2140 1 1.56 3.34 3

W17
R

D16 1000 8 1.56 1.56 12

W18
R

D16 1000 9 1.56 1.56 14

W19
R

D13 550 8 0.995 0.55 4

W20
R

D13 560 1 0.995 0.56 1

W21
R

D16 4740 4 1.56 7.39 30

763

K  2
L

D16 2230 18 1.56 3.48 63

K  3
L

D16 1260 18 1.56 1.97 35

K  5
L

D16 2250 2 1.56 3.51 7

K  6
L

D16 1270 2 1.56 1.98 4

109

K  2
R

D16 2230 18 1.56 3.48 63

K  3
R

D16 1260 18 1.56 1.97 35

K  5
R

D16 2250 2 1.56 3.51 7

K  6
R

D16 1270 2 1.56 1.98 4

109

合　計 D22 3442 kg

D19 1264 kg

D16 5988 kg

D13 174 kg

総重量 10868 kg

K  1
L

D16 1940 18 1.56 3.03 55

K  4
L

D16 1950 2 1.56 3.04 6

K  7
L

D13 2230 14 0.995 2.22 31

92

K  1
R

D16 1940 18 1.56 3.03 55

K  4
R

D16 1950 2 1.56 3.04 6

K  7
R

D13 2230 14 0.995 2.22 31

92

合　計 D16 122 kg

D13 62 kg

総重量 184 kg

鉄筋重量表(二次施工)
種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要 種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要 種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

13/40

Ａ１橋台配筋図(その8)

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345
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4 - 4

▽3.424
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5 - 5

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=24本

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=24本

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=24本
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主桁ピッチ
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2

▽9.374

二次施工

コンクリート塗装

4 4

3 3

アンカーバーピッチ

コンクリート塗装

(m)

橋座高

沓座高

桁高

沓座モルタル

舗装厚

計画高 10.7338

0.0608

0.0800

0.0444

9.5150

9.4706

0.0100

EL3

H4

H3

H2

H1

EL1

構 造 高 表
S2

10.5266

0.0608

0.0800

0.0456

9.3078

9.2622

0.0100

G9G1

H6

レアー厚

1.0000 1.0000

EL2

調整コンクリート厚

10.6244

9.3744

A2

パラ高

A2

1.2500

支承厚 H5 0.0680 0.0680

3.0%

二次施工

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

二次施工

0°
00
′

00
″

9°

43
′
43
″

※落橋防止装置箱抜孔と受台アンカーバーが，
　干渉する箇所については箱抜孔位置を優先すること。
　その際のアンカー筋位置については，
　現場で微調整にて対応することとする。

注記
　1.伸縮装置用ｱﾝｶｰ筋は、伸縮装置詳細図によること。
　2.踏掛版ずれ止めｱﾝｶｰは、踏掛版構造図によること。
　3.二次施工については，伸縮装置設置時に
　  コンクリートを打設すること。
　4.落橋防止装置箱抜孔は，落橋防止装置図によること。

均しコンクリート t=100mm

基礎砕石 t=200mm

均しコンクリート t=100mm

基礎砕石 t=200mm

均しコンクリート t=100mm

基礎砕石 t=200mm

(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 構 造 図 ( そ の 1 ) S=1:100

RB1

舗装天端

RB2 RB3

落橋EL

10.534

 9.854

10.560

 9.880

10.586

 9.906

落橋防止装置設置標高（中心E.L）
RB4 RB5 RB6 RB7 RB8

10.611

 9.931

10.637

 9.957

10.663

9.983

10.689

10.009

10.715

10.035

(m)

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

14/40

Ａ２橋台構造図(その1)

宮城県登米市迫町北方　地内
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2.387%

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

▽3.424

▽9.235

▽10.514  ▽10.477
(▽10.480)

6 - 6

▽3.424

▽9.476

▽10.735  ▽10.699
(▽10.696)

7 - 7

壁高欄詳細図 S=1:30

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=24本

中掘鋼管杭 φ600
L=31.500m n=24本

▽9.254
▽9.495

コンクリート塗装
コンクリート塗装

支承部モルタル詳細図

アンカー箱抜孔詳細図 S=1:30

S=1:30

0°

00
′
00
″

3.0%

3.0%

落橋防止装置箱抜孔詳細図 S=1:50

二次施工

アンカー孔モルタル
φ150x520

二次施工

▽10.624

▽9.254

▽10.514

▽9.495

▽10.735

0°

00
′
00
″

正 面 図

平 面 図

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

※ 落橋防止装置箱抜孔のセット角は，
　 桁方向に合わせること。また，
　 縦断方向にはレベルに設置すること。

※( )内寸法及び標高については
　ウイング内側を示す。

注記
　1.伸縮装置用ｱﾝｶｰ筋は、伸縮装置詳細図によること。
　2.踏掛版ずれ止めｱﾝｶｰは、踏掛版構造図によること。
　3.二次施工については，伸縮装置設置時に
　  コンクリートを打設すること。
　4.落橋防止装置箱抜孔は，落橋防止装置図によること。

※落橋防止装置箱抜孔と受台アンカーバーが，
　干渉する箇所については箱抜孔位置を優先すること。
　その際のアンカー筋位置については，
　現場で微調整にて対応することとする。

▽10.506
▽10.727

均しコンクリート t=100mm

基礎砕石 t=200mm

均しコンクリート t=100mm

基礎砕石 t=200mm

▽9.854

▽9.880

▽9.906

▽9.931 ▽9.957

▽9.983

▽10.009

▽10.035

(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 構 造 図 ( そ の 2 ) S=1:100

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

15/40

Ａ２橋台構造図(その2)

宮城県登米市迫町北方　地内
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(パラペット)

かぶり詳細図

中間帯鉄筋 D13

主鉄筋 D25

配力筋 D13

主鉄筋 D25

配力筋 D16

P5 43-D13 X 590 P6 1-D13 X 600

P7 1-D13 X 600

※落橋防止箱抜孔と受台アンカーバーが
　干渉する箇所については、箱抜孔位置を優先すること
　その際のアンカー位置については
　現場で微調整にて対応すること。

※　中間帯鉄筋の半円形フックは、背面側に配置する。
　　背面側配力筋は、本来D13でよいが、ウイング補強筋
　　を兼ねるためD16とする。
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位置図

(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 1 ) S=1:50

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

RB1

舗装天端

RB2 RB3

落橋EL

10.534

 9.854

10.560

 9.880

10.586

 9.906

落橋防止装置設置標高（中心E.L）

RB4 RB5 RB6 RB7 RB8

10.611

 9.931

10.637

 9.957

10.663

9.983

10.689

10.009

10.715

10.035

(m)

落橋防止装置ピッチ

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

落橋防止装置ピッチ

落橋防止装置箱抜孔
(VP50A)

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

16/40

Ａ２橋台配筋図(その1)

宮城県登米市迫町北方　地内
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3.0%

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

5 - 5 6 - 6

5
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5 6

位置図
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=
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沓座補強筋平面図

H1 108-D16 X 1100
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沓座補強筋断面図
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A7 D19 A7 D19A9 D19 A8 D19 A9 D19 A8 D19

A1 D29A2 D29

F7 D19 F7 D19 F7 D19 F7 D19

(堅 壁)

主鉄筋 D29

前面側

中間帯鉄筋 D19

水平補強筋 D16

主鉄筋 D29

配力筋 D19

背面側

橋座補強筋 D16

かぶり詳細図

配力筋 D19

※　帯鉄筋の重ね継手位置は、千鳥となるように

　　配置すること。
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(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 2 ) S=1:50

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

17/40

Ａ２橋台配筋図(その2)

宮城県登米市迫町北方　地内
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※　帯鉄筋の重ね継手位置は、千鳥となるように
　　配置すること。

A5-3 17-D19 X 5600 A5-2 17-D19 X 8580

A5-1 17-D19 X 8590 A5-4 17-D19 X 5600
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(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 3 ) S=1:50

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

Ａ２橋台配筋図(その3)

18/40

宮城県登米市迫町北方　地内
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151

151

151

151

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

=
1
0
0
0

=
1
5
0
0

10 - 10
=
1
0
0
0

=
7
5
0

=
1
5
0
0

11 - 11

10 10

位置図

F4 D19

F3 D19

F2 D16

F1 D22

=
7
5
0

11 11

かぶり詳細図
(フーチング)

直角方向主鉄筋

D19
橋軸方向主鉄筋

D22

直角方向主鉄筋

D19
橋軸方向主鉄筋

D16

橋軸方向

組立筋

D16

F3 18-D19 X 11970

(826)

F4-1 18-D19 X 10000 F4-2 18-D19 X 5500

※　鉄筋の重ね継手位置は、千鳥となるように
　　配置すること。

F1 47-D22 X 4560

F2 47-D16 X 6100

F5 5-D19 X 11400

F6 5-D19 X 11400

F7 10-D19 X 4510

F8
-
1
1
1
-
D
1
6
 
X
 
1
4
2
0

F 8
-
2
1
1
-
D
1
6
 
X
 
1
4
2
0

F 9
-
1
3
6
-
D
1
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X
 
1
4
2
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F 9
-
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3
6
-
D
1
6
 
X
 
1
4
2
0

(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 4 ) S=1:50

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

19/40

Ａ２橋台配筋図(その4)

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

12 - 12

13 - 13 14 - 14

15 - 15 16 - 16
1212 1313

位置図

WL14 D13 WL8 D16

WL13 D13

WL2 D19

WL4 D19

WL13 D13

WL1 D19WL3 D19

WL7 D16WL14 D13

WL9 D16 WL5 D19
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WL16 D16 WL15 D19

WL18 D16 WL17 D19
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0
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WL20 1-D13 X 560
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WL14 20-D13 X 660

かぶり詳細図
(左ウィング)

内側外側

鉛直方向主鉄筋 D19

水平方向主鉄筋 D19水平方向主鉄筋 D16

鉛直方向主鉄筋 D16

組立筋 D13
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WL2 17-D19 X 3410

WL6 1-D19 X 2550

WL15 1-D19 X 2160

WL7 4-D16 X 2400

WL10 1-D16 X 2400

WL16 1-D16 X 2160

WL 5
8
-
D
1
9
 
X
 
6
7
8
0
（

平
均

長
）

WL 9
9
-
D
1
6
 
X
 
6
7
4
0
（

平
均

長
）

(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 5 ) S=1:50

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

20/40

Ａ２橋台配筋図(その5)

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

17 - 17

18 - 18 19 - 19

20 - 20 21 - 21

1717 1818

位置図

WR7 D16 WR13 D13

WR1 D19

WR3 D19

WR14 D13 WR14 D13 WR8 D16 WR13 D13

WR2 D19

WR4 D19

WR1 D19

WR2 D19

WR3 D19
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WR5 D19 WR9 D16
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WR1 4-D19 X 2540
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WR14 22-D13 X 660

WR19 8-D13 X 550

WR3 2-D19 X 1870

かぶり詳細図
(右ウィング)

内側 外側

鉛直方向主鉄筋 D19

水平方向主鉄筋 D19 水平方向主鉄筋 D16

鉛直方向主鉄筋 D16

組立筋 D13
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平
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(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 6 ) S=1:50

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

21/40

Ａ２橋台配筋図(その6)

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345
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(支承条件：固定)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 7 ) S=1:50

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

Ａ２橋台配筋図(その7)

22/40

宮城県登米市迫町北方　地内
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躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

(支承条件：可動)

Ａ ２ 橋 台 配 筋 図 ( そ の 8 )

P 1 D25 2500 45 3.98 9.95 448

P 2 D25 2500 45 3.98 9.95 448

P 3 D16 10200 11 1.56 15.91 175

P 4 D13 9720 11 0.995 9.67 106

P 5 D13 590 43 0.995 0.59 25

P 6 D13 600 1 0.995 0.60 1

P 7 D13 600 1 0.995 0.60 1

P 8 D13 640 110 0.995 0.64 70

1274

U 1 D16 2310 39 1.56 3.60 140

U 2 D16 2400 1 1.56 3.74 4

U 3 D16 2400 2 1.56 3.74 7

U 4 D22 500 18 3.04 1.52 27

U 5 D13 8760 4 0.995 8.72 35

213

H 1 D16 1100 108 1.56 1.72 186

H 2 D16 2330 9 1.56 3.63 33

219

A 1 D29 5960 41 5.04 30.04 1232

A 2 D29 5970 41 5.04 30.09 1234

A 3 D29 5840 3 5.04 29.43 88

A 4 D29 6080 3 5.04 30.64 92

A 5-1 D19 8590 17 2.25 19.33 329

A 5-2 D19 8580 17 2.25 19.31 328

A 5-3 D19 5600 17 2.25 12.60 214

A 5-4 D19 5600 17 2.25 12.60 214

A 6-1 D19 8590 17 2.25 19.33 329

A 6-2 D19 8580 17 2.25 19.31 328

A 6-3 D19 5600 17 2.25 12.60 214

A 6-4 D19 5600 17 2.25 12.60 214

A 7 D19 8580 1 2.25 19.31 19

A 8-1 D19 8590 1 2.25 19.33 19

A 8-2 D19 8590 1 2.25 19.33 19

A 8-3 D19 5600 1 2.25 12.60 13

A 8-4 D19 5600 1 2.25 12.60 13

A 9-1 D19 8590 1 2.25 19.33 19

A 9-2 D19 8590 1 2.25 19.33 19

A 9-3 D19 5600 1 2.25 12.60 13

A 9-4 D19 5600 1 2.25 12.60 13

A10 D19 1730 254 2.25 3.89 988

A11 D16 1690 42 1.56 2.64 111

A12 D16 2180 44 1.56 3.40 150

A13 D16 2260 1 1.56 3.53 4

A14 D16 2260 1 1.56 3.53 4

A15 D16 10720 4 1.56 16.72 67

A16-1 D19 5890 28 2.25 13.25 371

A16-2 D19 5890 28 2.25 13.25 371

7029

F 1 D22 4560 47 3.04 13.86 651

F 2 D16 6100 47 1.56 9.52 447

F 3 D19 11970 18 2.25 26.93 485

F 4-1 D19 10000 18 2.25 22.50 405

F 4-2 D19 5500 18 2.25 12.38 223

F 5 D19 11400 5 2.25 25.65 128

F 6 D19 11400 5 2.25 25.65 128

F 7 D19 4510 10 2.25 10.15 102

F 8-1 D16 1420 11 1.56 2.22 24

F 8-2 D16 1420 11 1.56 2.22 24

F 9-1 D16 1420 36 1.56 2.22 80

F 9-2 D16 1420 36 1.56 2.22 80

2777

W 1
L

D19 2540 4 2.25 5.72 23

W 2
L

D19 3410 17 2.25 7.67 130

W 3
L

D19 2310 2 2.25 5.20 10

W 4
L

D19 3890 17 2.25 8.75 149

W 5
L

D19 6780 8 2.25 15.26 122

W 6
L

D19 2550 1 2.25 5.74 6

W 7
L

D16 2400 4 1.56 3.74 15

W 8
L

D16 3360 17 1.56 5.24 89

W 9
L

D16 6740 9 1.56 10.51 95

W10
L

D16 2400 1 1.56 3.74 4

W11
L

D13 590 8 0.995 0.59 5

W12
L

D13 610 1 0.995 0.61 1

W13
L

D13 640 21 0.995 0.64 13

W14
L

D13 660 20 0.995 0.66 13

W15
L

D19 2160 1 2.25 4.86 5

W16
L

D16 2160 1 1.56 3.37 3

W17
L

D19 1000 8 2.25 2.25 18

W18
L

D16 1000 9 1.56 1.56 14

W19
L

D13 550 8 0.995 0.55 4

W20
L

D13 560 1 0.995 0.56 1

720

W 1
R

D19 2540 4 2.25 5.72 23

W 2
R

D19 3400 18 2.25 7.65 138

W 3
R

D19 1870 2 2.25 4.21 8

W 4
R

D19 2970 18 2.25 6.68 120

W 5
R

D19 7000 9 2.25 15.75 142

W 6
R

D19 2540 1 2.25 5.72 6

W 7
R

D16 2390 4 1.56 3.73 15

W 8
R

D16 3360 18 1.56 5.24 94

W 9
R

D16 6960 8 1.56 10.86 87

W10
R

D16 2390 1 1.56 3.73 4

W11
R

D13 590 8 0.995 0.59 5

W12
R

D13 610 1 0.995 0.61 1

W13
R

D13 640 22 0.995 0.64 14

W14
R

D13 660 22 0.995 0.66 15

W15
R

D19 2160 1 2.25 4.86 5

W16
R

D16 2150 1 1.56 3.35 3

W17
R

D19 1000 9 2.25 2.25 20

W18
R

D16 1000 8 1.56 1.56 12

W19
R

D13 550 8 0.995 0.55 4

W20
R

D13 560 1 0.995 0.56 1

717

K 2
L

D16 2230 18 1.56 3.48 63

K 3
L

D16 1260 18 1.56 1.97 35

K 5
L

D16 2250 2 1.56 3.51 7

K 6
L

D16 1270 2 1.56 1.98 4

109

K 2
R

D16 2230 18 1.56 3.48 63

K 3
R

D16 1260 18 1.56 1.97 35

K 5
R

D16 2250 2 1.56 3.51 7

K 6
R

D16 1270 2 1.56 1.98 4

109

合　計D29 2646 kg

D25 896 kg

D22 678 kg

D19 6443 kg

D16 2189 kg

D13 315 kg

総重量 13167 kg

K 1
L

D16 1940 18 1.56 3.03 55

K 4
L

D16 1950 2 1.56 3.04 6

K 7
L

D13 2240 14 0.995 2.23 31

92

K 1
R

D16 1940 18 1.56 3.03 55

K 4
R

D16 1950 2 1.56 3.04 6

K 7
R

D13 2240 14 0.995 2.23 31

92

合　計D16 122 kg

D13 62 kg

総重量 184 kg

鉄筋重量表(一次施工) 鉄筋重量表(二次施工)
種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要 種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要 種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

23/40

Ａ２橋台配筋図(その8)

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

宮城県登米市迫町北方　地内

実　施
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12@123.0=1477

539

1618

92

520

1335

杭全体図 S=1:50

中詰めコンクリート

切込砕石

吊金具

杭頭補強鉄筋 D32-12本

先端バンド

工場溶接

現場溶接

現場溶接

杭先端コンクリート

杭配置図 S=1:100

486

846

4.32

0.46

7.07

64.48ずれ止め 1.791X2

中詰めコンクリート(σck=24N/mm2)

π/4 X 0.570 2 X 1.540

π/4 X 0.570 2 X 0.100

0.020X2X3X2

切込砕石

ストッパー

杭先端

杭頭

溶接

PL

総重量

合　計

kg27

kg47

kg6

m

m3

m3

m

kg

kg

kg108

666

4752

4086

86650

杭頭鉄筋 合　計

総重量

鋼管杭

X 18本 =

37 kg

264 kg

227 kg

D13

D32

1基礎当り

PL 20X 9X  50 1.4136 0.07

kg

kg

kg

ストッパー1

6

重  量

材料集計表
本 数

杭1本当り

PL

杭頭

種 別 規 格

20X 9X1727

一本当り重量

1.413

単位重量

2 2.44 ずれ止め

摘  要

5

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

X 18本 =

PL 120X12X100

吊金具

6 11.304 1.13 7 吊金具

吊金具 X 18本 =7 126 kgkg

吊金具 0.120X2X6 X 18本 = 25.92 m

現場溶接継手部

PL

PL 30X6  X  30

50X4.5X1814 2

8 1.413

1.766 3.20

0.04

6

1 ストッパー

裏当てリング

7

現場溶接継手部 7 X 18本 =kg 126 kg

杭現場溶接 1.885X2 X 18本 = 67.86 m

PILE φ600X15X8000 18 216.405 1731.24 31162 SKK400

PILE

φ600X9X10000 18 131.175 1311.75 23612

SKK400

PILE φ600X 9X3000 18 131.175 393.53 7084 SKK400

杭工場溶接 1.885X1 X 18本 = 33.93 m

7

吊金具(参考図) S=1:10

※杭基礎設計便覧より引用した。
　最大吊荷重3t以下に適用する。

9
ストッパー N=3ヶ

PL-20×9×50

9

S=1:10

ずれ止め

PL-20×9×1727

φ600

ル－ト間隔保持ビ－ト

　ストッパー

PL-6x30x30

銅バンド

4.5

0～2.4

φ600

1
～

4

45゜以上

80-4ヶ所

9

現場継手詳細図 S=1:1

裏当てリング

帯鉄筋フック形状詳細図

9
2

539

130 13
0

(帯鉄筋中心での主鉄筋の間隔 = 134.8)

(40D以上)

(10D) (1
0D
)

134.8×4=539

9
2

ストッパー溶接詳細図 S=1:10

ずれ止め詳細図

　　4ヶ所

内面 外面

かぶり詳細図 S=1:5

杭頭鉄筋 D32

鋼管杭
(t=15mm)

(15mm以上)

(鉄筋径以上)

(t=9mm)

杭体内ずれ止め

吊金具

吊金具

杭先端側面図

先端バンド
PL-200×9×1913

6

杭頭側面図

杭頭平面図

杭先端コンクリート

底版下面鉄筋

P1 D32

P2 D13 P3 D13

中詰めコンクリート

切込砕石

PILE

φ600X9X10500 18 131.175 1377.34 24792

SKK400

P1 D32

底版下面鉄筋

P1 D32P2 D13

P1
1
2
-
D
3
2
 
X
 
3
0
3
0

P2 11-D13 X 2600

P3 5-D13 X 1860

鉄筋重量表
種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要

P1 D32 3030 12 6.23 18.88 227

P 2 D13 2600 11 0.995 2.59 28

P 3 D13 1860 5 0.995 1.85 9

264

合　計 D32 227 kg

D13 37 kg

総重量 264 kg

200X 9X1913PL

杭先端

14.1301 27.03 27

27

先端バンド

杭先端コンクリート(σck=24N/mm2)

π/4 X 0.582 2 X 2.400 X 18本 = 11.49 m3

Ａ１橋台中掘鋼管杭詳細図 S=1:30
(杭先端：コンクリート打設工法)

(SD345)

(SD345)

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

24/40

Ａ１橋台中堀鋼管杭詳細図

宮城県登米市迫町北方　地内
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12@128.3=1539

550

1649

92

520

1429

杭全体図 S=1:50

中詰めコンクリート

切込砕石
吊金具

杭頭補強鉄筋 D22-12本

先端バンド

工場溶接

現場溶接

現場溶接

杭先端コンクリート

杭配置図 S=1:100

648

1128

5.76

0.63

6.82

86.88ずれ止め 1.810X2

中詰めコンクリート(σck=24N/mm2)

π/4 X 0.576 2 X 1.090

π/4 X 0.576 2 X 0.100

0.020X2X3X2

切込砕石

ストッパー

杭先端

杭頭

溶接

PL

総重量

合　計

kg27

kg47

kg6

m

m3

m3

m

kg

kg

kg144

648

2520

1872

107393

杭頭鉄筋 合　計

総重量

鋼管杭

X 24本 =

27 kg

105 kg

78 kg

D13

D22

1基礎当り

200X 9X1913PL

杭先端

PL 20X 9X  50

14.1301 27.03

1.4136 0.07

kg

kg

kg

先端バンド27

27

ストッパー1

6

重  量

材料集計表
本 数

杭1本当り

PL

杭頭

種 別 規 格

20X 9X1746

一本当り重量

1.413

単位重量

2 2.47 ずれ止め

摘  要

5

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

X 24本 =

PL 120X12X100

吊金具

6 11.304 1.13 7 吊金具

吊金具 X 24本 =7 168 kgkg

吊金具 0.120X2X6 X 24本 = 34.56 m

現場溶接継手部

PL

PL 30X6  X  30

50X4.5X1814 2

8 1.413

1.766 3.20

0.04

6

1 ストッパー

裏当てリング

7

現場溶接継手部 7 X 24本 =kg 168 kg

杭現場溶接 1.885X2 X 24本 = 90.48 m

PILE φ600X12X8000 24 174.012 1392.10 33410 SKK400

PILE φ600X9X10500 24 131.175 1377.34 33056 SKK400

PILE φ600X 9X3000 24 131.175 393.53 9445 SKK400

杭工場溶接 1.885X1 X 24本 = 45.24 m

7

吊金具(参考図) S=1:10

※杭基礎設計便覧より引用した。
　最大吊荷重3t以下に適用する。

9
ストッパー N=3ヶ

PL-20×9×50

9

S=1:10

ずれ止め

PL-20×9×1746

φ600

ル－ト間隔保持ビ－ト

　ストッパー

PL-6x30x30

銅バンド

4.5

0～2.4

φ600

1
～

4

45゜以上

80-4ヶ所

9

現場継手詳細図 S=1:1

裏当てリング

帯鉄筋フック形状詳細図

9
2

550

130 13
0

(帯鉄筋中心での主鉄筋の間隔 = 137.4)

(40D以上)

(10D) (1
0D
)

137.4×4=550

9
2

ストッパー溶接詳細図 S=1:10

ずれ止め詳細図

　　4ヶ所

内面 外面

かぶり詳細図 S=1:5

杭頭鉄筋 D22

鋼管杭
(t=12mm)

(15mm以上)

(鉄筋径以上)

(t=9mm)

杭体内ずれ止め

吊金具

吊金具

杭先端側面図

先端バンド
PL-200×9×1913

6

杭頭側面図

杭頭平面図

杭先端コンクリート

底版下面鉄筋

P3 D13

中詰めコンクリート

切込砕石

P1 D22

杭先端コンクリート(σck=24N/mm2)

π/4 X 0.582 2 X 2.400 X 24本 = 15.32 m3

PILE φ600X9X10000 24 131.175 1311.75 31482 SKK400

P1 D22P2 D13

P1 D22

P2 D13

P1
1
2
-
D
2
2
 
X
 
2
1
3
0

P2 8-D13 X 2640

P3 3-D13 X 1950

鉄筋重量表
種 別 径 長  さ 本 数 単位重量 一本当り重量 重  量 摘  要

P1 D22 2130 12 3.04 6.48 78

P 2 D13 2640 8 0.995 2.63 21

P 3 D13 1950 3 0.995 1.94 6

105

合　計 D22 78 kg

D13 27 kg

(SD345)総重量 105 kg

Ａ２橋台中掘鋼管杭詳細図 S=1:30
(杭先端：コンクリート打設工法)

(SD345)

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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Ａ２橋台中堀鋼管杭詳細図

宮城県登米市迫町北方　地内
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　平　面　図　 S=1:100　

　側　面　図　 S=1:100　 　断　面　図　S=1:100　

親杭

H300X300X10X15

@1500 L=13000

▽2.719

Ａ１橋台仮設計画図

A1

0.00

NO.41+0.000FH=10.919

A1

1:1.0

H25B-5
GH=5.335dep = 37.31 m

▽2.719

H300X300X10X15

横矢板詳細図

親杭

横矢板 木材 t=33mm

横矢板の掛(L1)は、板厚以上かつ40mm以上とする。

@1500 L=13000

S=1:20 　

A=27.1m 2

震災後標高＝震災前標高－0.435m
※平面図の単点及び等高線は震災前の標高である。
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【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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Ａ１橋台仮設計画図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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Ｎ値
0 10 20 30 40 50

NO.
42+

0.0
00

FH=
10.

624

A2

1:
1.
0

0.00
0.40

5.90

9.70

8.10

11.50

8.80

12

22

26

 3

 4

 3

 2

 0

 2

 0

 0

 0

H26B
-1

H=5.
585

dep 
= 37

.34 
m

▽3.124 ▽3.124

Ａ２橋台仮設計画図
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横矢板詳細図

親杭

横矢板 木材 t=31mm

横矢板の掛(L1)は、板厚以上かつ40mm以上とする。

S=1:20 　

震災後標高＝震災前標高－0.435m
※平面図の単点及び等高線は震災前の標高である。
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【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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Ａ２橋台仮設計画図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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基礎工施工機械配置図

S=1:250平面図
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S=1:200側面図

三点式杭打機 三点式杭打機

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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基礎工施工機械配置図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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軽量盛土工一般図

軽量盛土工一般図

（参考図）

保護壁
（コンポジットパネル）

剛性防護柵基礎

調整コンクリート

（SC種）

基　礎　工

気泡混合軽量盛土
（K0-3)

地盤改良工
（別途検討）

右側左側

計画埋戻線

現地盤線

DL=0.000
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緩衝材
緩衝材

NEXCO暫定配合表 フロー値(180mm)

配合

一軸圧縮強度 空気量 水ｾﾒﾝﾄ比砂ｾﾒﾝﾄ比セメント 砂 起泡剤 希釈水 混練水 水量 湿潤密度単位体積

qu ｗ/ｃ ｓ/ｃ c s m1 m2 m3 m1+m2+m3(生比重) 重量

（kN/㎡） （％） （％） (㎏/m3) (㎏/m3) （L） (㎏/m3) (㎏/m3) (㎏/m3) (㎏/m3) (g/㎝3) (kN/m3)

K0-3 300 66.5 92.0 0 268 0 1.15 1.15 26.45 219 246.6 0.52 5.1

Hmax＝ 6.000m

設　計　水　平　震　度 レベル2･Ⅲ種地盤-A地域：kh＝0.24

安
全
率

常　　　時 地　震　時

3.0

滑動に対して 1.25 1.00

転倒に対して e≦B/6 e≦B/3

支持力に対して（傾斜地盤） 3.00 2.00

K0-3

衝突荷重 SC種（35kN）

軽量盛土工法　設計条件

軽量盛土の高さ

軽量盛土の配合

地盤改良設計基準強度（参考）

86kN/m2×3.0(常時安全率)≒260kN/m2以上A1橋台側

82kN/m2×3.0(常時安全率)≒250kN/m2以上A2橋台側

A-A

軽量盛土工　平面図

軽量盛土工　標準断面図

S=1:200

S=1:100

軽量盛土工軽量盛土工

軽量盛土の強度に対して

宮城県登米市迫町北方　地内
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目地材 t=20mm

保護壁

橋　台

リップ軽量溝形鋼
100×50×20×3.2

剛性防護柵基礎前面

1:1.5

1:1.5

可変アンカーセパ

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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軽量盛土工縦断図（Ａ１橋台側）

A1橋台右側

A1橋台左側

軽量盛土工縦断図（Ａ１橋台側）

（参考図）

 ▽11.064

DL=0.000

 ▽11.298

 ▽11.004

路床下端線

現地盤線

計画埋戻線

計画道路高  ▽11.315

▽3.019

DL=0.000

DL=0.000

現地盤線

現地盤線

計画道路高

計画道路高
剛性防護柵基礎

（SC種）

調整コンクリート

▽8.419

気泡混合軽量盛土
（K0-3)

▽3.019

▽9.019

▽8.119

地盤改良工
（別途検討）

伸縮目地材：t=20

※土羽巻込み部の根入れは1.0m以上とする。

（道路土工カルバート工指針平成21年度版より）
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DL=0.000

 ▽11.128

 ▽10.845
 ▽10.834

路床下端線

現地盤線

計画埋戻線

計画道路高  ▽11.137
剛性防護柵基礎

（SC種）

調整コンクリート
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目地材 t=20mm

地盤改良工
（別途検討）

▽8.719
▽9.019

※土羽巻込み部の根入れは1.0m以上とする。

（道路土工カルバート工指針平成21年度版より）
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緩衝材

FCBFCB

※　EPSは橋台への側圧防止、石膏ボードはFCB打設時の発熱

　に対してEPSを保護するために用いる。
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橋台取付部詳細図
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 ▽10.477

1:
1.
5

1:
1.
5

1:
1.
5

1:
1.
5

リップ軽量溝形鋼
100×50×20×3.2

可変アンカーセパ

保護壁

橋　台 剛性防護柵基礎前面

1:
1.
5

1:
1.
5

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

31/40

軽量盛土工縦断図（Ａ２橋台側）

A2橋台左側

A2橋台右側

軽量盛土工縦断図（Ａ２橋台側）

（参考図）

DL=0.000

 ▽10.540  ▽10.246

現地盤線

計画埋戻線

 ▽10.279

DL=0.000

 ▽10.415

現地盤線

計画埋戻線

 ▽10.448
剛性防護柵基礎

（SC種）

剛性防護柵基礎

（SC種）

調整コンクリート

調整コンクリート

▽3.724

▽3.724

▽7.624

目地材 t=20mm

目地材 t=20mm

地盤改良工
（別途検討）

地盤改良工
（別途検討）

▽8.224

※土羽巻込み部の根入れは1.0m以上とする。

（道路土工カルバート工指針平成21年度版より）

※土羽巻込み部の根入れは1.0m以上とする。

（道路土工カルバート工指針平成21年度版より）

▽3.424

▽3.424

DL=0.000

現地盤線

DL=0.000

現地盤線

▽3.424

▽7.324

地盤改良工
（別途検討）

▽8.224

▽3.424

▽3.424

気泡混合軽量盛土
（K0-3)

S=1:100

 ▽10.699
 ▽10.709

▽7.624

▽8.524
▽8.224

▽3.424

▽7.324

地盤改良工
（別途検討）

▽8.524
▽8.224

気泡混合軽量盛土
（K0-3)

FCBFCB

※　EPSは橋台への側圧防止、石膏ボードはFCB打設時の発熱

　に対してEPSを保護するために用いる。

EPS：D-20

No.4
2

No.4
3

No.4
2

No.4
3

No.4
2

No.4
3

No.4
2

No.4
3

（コンポジットパネル）
保護壁

基　礎　工

敷網材

緩衝材

敷網材

伸縮目地材；t=20 

防水シ－ト

（コンポジットパネル）
保護壁

基　礎　工

敷網材

緩衝材

敷網材

伸縮目地材；t=20 

緩衝材部詳細図

8 - 8

橋台取付部詳細図

7 - 7

軽量盛土壁面工　縦断図
軽量盛土本体工　縦断図

軽量盛土壁面工　縦断図 軽量盛土本体工　縦断図

S=1:100

S=1:100

S=1:100

S=1:20

S=1:20

5 - 5

6 - 6

宮城県登米市迫町北方　地内
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Uボルト
（電気メッキ処理）

支持アングル（支圧プレート兼用）
（HDZ35亜鉛メッキ処理）

リップ軽量溝形鋼
（100×50×20×3.2）

（HDZ35亜鉛メッキ処理）

（材質：ステンレス SUS-304)

支持アングル（支圧プレート兼用）

コンポジット保護壁パネル

（HDZ35亜鉛メッキ処理）

連結金具（HDZ35亜鉛メッキ処理）

U ボルト
（電気メッキ処理）

（HDZ35亜鉛メッキ処理）

（材質：ステンレス　SUS-304)

セパレーター（アンカー兼用）

パネル埋設アンカー

コンポジット保護壁パネル

（材質：ステンレス SUS-304)

リップ軽量溝形鋼

パネル埋設アンカー

シーリング材

連結金具

（HDZ35亜鉛メッキ処理）

セパレーター（アンカー兼用）

（材質：ステンレス SUS-304)

チャック金具

チャック金具

@900

支
柱

埋
設
長

＠
3
0
0
㎜

<特記事項>

「ＦＣＢ工法設計・施工要領」（平成19年1月）を遵守するものとし、構造部材は、溶融亜鉛めっき（HDZ35）以上

の防錆処理またはステンレス鋼材（SUS-304）を使用する。

①コンポジット保護壁パネル 300×900×（35） 枚 3.70

品名 形状・寸法 単位 数量

②可変アンカーセパ・連結金具 亜鉛メッキ（HDZ 35） set 8.00

③旋回結合金具
チャック金具（SUS -304）

支持アングル（HDZ 35）
4.00

④支柱継手金具 電気亜鉛メッキ

シリコンコーキング ? 0.66

⑤リップ軽量溝形鋼 100×50×20×3.2t kg 6.80

set

set 0.37

（1.00ｍ2当たり）

材料表

⑥目地シーリング材

保護壁

1m(延長)/0.9(支柱設置間隔)*壁面数量(m2)/3.0(継手間隔)

1.0/(0.3*0.9)

②数量/2

{1m/0.9m*壁面数量(m2)+施工延長(m)/0.9m*0.3m(根入長)}*5.5kg/m*1.05(ロス)

{壁面数量(m2)/0.27m2(1枚)*2組+施工延長(m)/0.45(m)}*1.02(ロス)

1m2当たり0.66?(0.33?*2本)使用

壁面部材数量計算式(延長20m*高さ5m=100m2を基本とする）
【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

32/40

軽量盛土工　詳細図

軽量盛土工　詳細図

軽量盛土壁面材設置工標準図 軽量盛土壁面材詳細図S=1:20 S=1:2

（参考図）

旋回結合部金具
（チャック金具・支持アングル・Uボルト）

コンポジットパネル（300×900×(35)）
（パネル埋設アンカー：SUS-304)

（HDZ35）
連結金具

（HDZ35）
可変アンカーセパ

リップ軽量溝形鋼
（100×50×20×3.2）

基礎コンクリート
（100×50×20×3.2）
リップ軽量溝形鋼

支柱継ぎ手金具
（電気メッキ処理）

(HDZ35亜鉛メッキ処理)

コンポジット保護壁パネル
（300×900×（35））

基礎コンクリート

連結金具

・Uボルト（電気亜鉛メッキ）
・支持アングル(HDZ35亜鉛メッキ）
・チャック金具（材質：SUS-304)

リップ軽量溝形鋼
（100×50×20×3.2）

支柱継ぎ手金具
（電気メッキ処理）

可変アンカーセパ

（HDZ35亜鉛メッキ処理)

旋回結合部金具

基礎コンクリート

<断面図><展開図>

平面詳細図

断面詳細図

宮城県登米市迫町北方　地内
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DL=5.0

DL=5.0

地 盤 高 設 計 高

NO.40+10.0

(5.58) 11.066

1:
1.
5

DL=5.0

CL

切 土 面 積 盛 土 面 積

m 

m 

m 

路床

路体

m 

m 

m 

m2 

m2 

m2 

m2 

m2 

 5.2 m2 

m2 

法       面       工

左 側 右 側

切土

盛土

切土

盛土

切土

表土剥取

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ

※地盤高は東北地方太平洋沖地震後の補正値で修正済み

（本業務では震災後の地盤高補正値-435mmで設計）

11.066

2.000% 2.000%

2.000%2.000%

FH=11.066
(GH= 5.58)
NO.40+10.0

T.P=5.800

地 盤 高 設 計 高

NO.39+15.0

(5.58) 11.287

1:
1.
5 1:1.5

CL CL

切 土 面 積 盛 土 面 積

m 

m 

m 

路床

路体

m 

m 

m 

m2 

m2 

m2 

m2 

m2 

114.6 m2 

 m2 

m2 

法       面       工

左 側 右 側

切土

盛土

切土

盛土

切土

表土剥取

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ

11.287

10.0%2.000%2.000% 2.000%2.000%

FH=11.287
(GH= 5.58)
NO.39+15.0

T.P=5.800

※本横断図は、地盤改良工計画用に作成したものである。
　地盤線、側道横断については、NO.40横断図を利用している。

2.000% 2.000%

（
1:1.5）

（
1:
1.
5）

※本横断図は、地盤改良工計画用に作成したものである。
　地盤線、側道横断については、NO.40横断図を利用している。

地 盤 高 設 計 高

NO.40

5.58 11.213

1:
1.
521.8 1:1.5

23.2

CL CL

切 土 面 積 盛 土 面 積

m 

m 

m 

路床

路体

m 

m 

m 

m2 

11.0 m2 

m2 

m2 

m2 

124.3 m2 

19.8 m2 

m2 

法       面       工

左 側 右 側

切土

盛土

切土

盛土

切土

表土剥取

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ

11.213

2.000% 2.000%

6.273

5.298

6.103

5.658

10.0%

5.270

2.000%2.000% 2.000%2.000%

FH=11.213
GH= 5.58
NO.40

T.P=5.800

(1:1.5)(1
:1
.5
)

1:1.5

CL

2.000%

m2 

(控除分：FCB工部分）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.

33/40

1:100

軽量盛土横断図(その１)

軽量盛土横断図(その１)

1:1.8

1:1.8

宮城県登米市迫町北方　地内
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DL=5.0

1:1.5 21.0

DL=5.0

地 盤 高 設 計 高

NO.42

5.45 10.624

1:
1.
5

1:1.5

1:1.5 20.5

DL=5.0

地 盤 高 設 計 高

NO.43

5.44 10.330

1:
1.
520.3

1:
1.
520.6

CL

CL CL

CL

切 土 面 積 盛 土 面 積
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m 

m 

路床

路体
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m 
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m2 

7.4 m2 

m2 

m2 

m2 

0.0 m2 

21.0 m2 

m2 

法       面       工

左 側 右 側

切土

盛土

切土

盛土

切土

表土剥取

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ

切 土 面 積 盛 土 面 積

m 

m 

m 

路床

路体

m 

m 

m 

m2 

6.0 m2 

m2 

m2 

m2 

91.9 m2 

18.1 m2 

m2 

法       面       工

左 側 右 側

切土

盛土

切土

盛土

切土

表土剥取

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ

※地盤高は東北地方太平洋沖地震後の補正値で修正済み

（本業務では震災後の地盤高補正値-435mmで設計）
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1:1.5

地 盤 高 設 計 高

NO.42+8.6

(5.44) 10.498
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切 土 面 積 盛 土 面 積
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ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ

10.498

2.000% 2.000%

2.000% 2.000%2.000%

FH=10.498
(GH= 5.44)
NO.42+8.6

T.P=5.800

※本横断図は、地盤改良工計画用に作成したものである。
　地盤線、側道横断については、NO.43横断図を利用している。

(控除分：FCB工部分）

ＦＣＢ横断図(その２)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.

34/40

1:100

軽量盛土横断図(その２)

宮城県登米市迫町北方　地内1110
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線　形　図
S=1:100平　面　図
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　　主桁はX軸と平行に配置する。
　　なお、Y軸は原点においてX軸と直交する直線とする。
　　原点を通り、道路中心線(CL)とA2橋台パラペット前面(A2)との交点を結んだ直線をX軸とする。
注）道路中心線(CL)とA1橋台パラペット前面(A1)との交点を原点(0,0)とする。
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上 部 工 構 造 一 般 図

S=1:100側　面　図No.41+ 0.000 No.4
2+ 0
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横締孔 φ42

M F

主桁縦断勾配　i=1.472%

 19.200m支間長

材料表および許容応力度

 B活荷重-L
 始点  左70°00′00″    終点  左70°00′00″斜  角

活荷重

有効幅員  8.500m

 20.000m  (道路中心線上)
 プレテンション方式PC単純T桁橋
 プレストレストコンクリート道路橋種  別

橋  長
桁  長

構造形式

設計条件
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構造中心線
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横締PC鋼より線 1S21.8
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C5C4C3C2C1GE1 S1 S2 GE2

S=1:100平　面　図
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アスファルト舗装
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横締PC鋼より線 1S21.8

道路中心線構造中心線

断　面　図 S=1:50

支点横桁部 中間横桁部

注）橋面寸法は道路中心線法線方向での値を示し、
　　橋体寸法は主桁直角方向での値とする。
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注）主桁は桁下縁で左右対称とし、< >内は反対側の値を示す。

横締PC鋼より線 1S17.8
(SWPR19L)

(SWPR19L)
横締PC鋼より線 1S17.8

(mm)

落橋防止装置

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

36/40

上部工構造一般図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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支 承 詳 細 図

名 　称 寸 　法 材   質 備 　　考単位
数    量  質  量

（ｋｇ）A2(F)A1(M) 合計

ゴム支承 270x270x74 図  示 枚 9 9 DSF(CR Ge=1.0)

  〃 270x220x68   〃 〃 9 9   〃

防蝕アンカー装置 φ42x860(M42D) S35CN　合成ゴム　SR235
ポリエチレン又はFRP 組 8 8

防 蝕 材

    〃

200x250x20

□200x20

CRスポンジ

  〃

枚

〃

8 8

8 8

RDパッキン

   〃

24.428.2 52.6補強格子鉄筋 D10x50x50 SD345 kg

沓座モルタル 無収縮モルタル m3 0.076 0.067 0.143

アンカー孔モルタル 無収縮モルタル m3 0.0690.069 0.138

材   料   表

※防蝕アンカー装置は、アンカーバー、アンカーキャップ、保持パッキン、スパイラル筋を1組としている。

FM

Ｓ＝ 1:10補強格子鉄筋

Ｓ＝ 1:3防蝕アンカー装置Ｓ＝ 1:10ゴ ム 支 承

Ｓ＝ 1:200配　 置　 図

Ｓ＝ 1:20側　 面　 図

Ｓ＝ 1:50平　 面　 図

Ｓ＝ 1:50断　 面　 図

 支 承 部 

ゴ ム 支 承
270x270x74

補 強 格 子 鉄 筋

ゴ ム 支 承
270x220x68

補 強 格 子 鉄 筋

 アンカー部 

(
6
@
5
0
=
3
0
0
)

橋
軸

方
向

8-D10x350

8-D10x350

D10x50x50 D10x50x50

<滑動防止ソケット付> <滑動防止ソケット付>

※(　)内寸法はA2側を示す。

(7-D10x350)

ナジミ層 SS400

ク ロ ロ プ レ ン

Σte=10mm×3層

FM

橋
軸

方
向

ナジミ層 SS400

ク ロ ロ プ レ ン

Σte=12mm×3層

橋
軸

方
向

 滑動防止ソケット 滑動防止ソケット

φ70×40φ70×40

M F

M F

アンカー孔モルタル

アンカーバー

φ42x860

防蝕材

200x250x20

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

φ42x860

保持パッキン

φ42x860

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

保持パッキン

□200x20

防蝕材

φ42x860

アンカーバー

アンカー孔モルタル

?200

スパイラル筋
スパイラル筋

?150

防蝕アンカー装置
防蝕アンカー装置

スパイラル筋 スパイラル筋

A1 A2

M F
主桁縦断勾配　i=1.472%

A1 A2

主桁縦断勾配　i=1.472%

主桁縦断勾配　i=1.472%

道路中心線 構造中心線

G1 G9

G1
G9

主桁横断勾配 i=1.997%

道路中心線構造中心線

FM

ゴ ム 支 承
270x270x74

ゴ ム 支 承
270x220x68

防蝕アンカー装置 防蝕アンカー装置
φ42x860 φ42x860

ゴ ム 支 承
270x270x74

ゴ ム 支 承
270x220x68

防蝕アンカー装置

防蝕アンカー装置

φ42x860

φ42x860

(8-D10x300)

φ42x860(F42D) 組 88    〃   〃

M42D F42D

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示
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支承詳細図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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保護カバー

S=1:200配　 置　 図

S=1:10取 付 詳 細 図

S=1:50平　 面　 図

S=1:50断　 面　 図

A1 A2

M F
主桁縦断勾配　i=1.472%

VP50 t=4.1

桁　  側橋　台　側

8 4 3 5 41 3275 97 5 5 6 110 10

7-φ14以上

8 シ－ス・トランペットシ－ス9

〃

1 PCより線・ナット 組 16

2

3

伸縮スポンジ 枚 16

4

緩衝パッキン クロロプレンゴム 〃 645

防錆支圧板 ネオプラス＋SS400 〃 32

6

防錆座金 〃 32

7 用心鉄筋 SD345 本 256

8

シ－ス 硬質塩化ビニル管 169

保護カバ－ SS400 個 16

クロロプレンスポンジ

SWPRTP-30  l=1820

φ200 x 160

φ200 x 25

φ200 x 34

φ156 x 18

D13 x 300

l=290

VP50 x 363

PEコート

コンクリートアンカー含む
SGめっき

Ｎｏ 名    称 寸    法 材    質 単 位 合計数量 備   考

〃

防錆キャップA 個 16φ162 x 160 〃

本

〃トランペットシース 硬質ポリエチレン樹脂 32l=320 x φ65～φ180

10 個テ－パーライナー ネオプラス 32□200 x 20 ～ t3 70°用

材   料   表

i=2.00%

主桁横断勾配 i=1.997%

9

A2数量

8

8

32

16

16

128

8

8

A1数量

8

16

16

シ－ス 16VP50 x 295 8〃 〃 〃

8

8

32

16

16

128

8

8

8

16

16

8

S= 1:50側　 面　 図

<落橋防止取付勾配>

LEVEL

A1 A2

RB1

舗装天端

RB2

A1

落橋防止装置高（E.L）

RB3 RB4 RB5 RB6 RB7 RB8

落橋EL

10.828

10.148

10.854

10.174

10.880

10.200

10.906

10.226

10.932

10.252

10.958

10.278

10.983

10.303

11.009

10.329

RB1

舗装天端

RB2

A2

RB3 RB4 RB5 RB6 RB7 RB8

落橋EL

10.534

 9.854

10.560

 9.880

10.586

 9.906

10.611

 9.931

10.637

 9.957

10.663

9.983

10.689

10.009

10.715

10.035

RB1 RB2 RB3 RB4 RB5 RB6 RB7 RB8

(m)

(m)

落 橋 防 止 構 造 詳 細 図

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

38/40

落橋防止構造詳細図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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1
.4
7
3
%

2.378%

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

目地材(エラスタイト)
t=20mm

支承部詳細図 S=1:20

マスチック型瀝青質填充材

ガス管
(SGP40A)

ゴム沓
200x20x8909

アンカーボルト
D22 L=500

S16 D10

空洞確認孔 S=1:5
車 道 部 路 肩 部

舗装

硬質塩化ビニル管
(VPφ65)

硬質塩化ビニル管
(VPφ40)

マーカー
(落下防止ひも付き)

舗装

キャップ キャップ

硬質塩化ビニル管
(VPφ50)

アンカーボルト
D22 L=500

ゴム沓
200x20x8909

アンカーボルト
D22 L=500

背面図 S=1:100

平面図 S=1:100

※ 平面図内引出しにおいて
　　　上段は路面高，
　　　中段は踏掛版天端高
　　　下段は舗装厚を示す。

目地材
t=10mm

目地材
t=10mm

目地材
t=20mm

0°

18
′
13
″

▽10.821
▽10.771
t=50mm

▽10.927
▽10.877
t=50mm

▽11.033
▽10.983
t=50mm

タイバー D22
L=1000

縦目地

空洞確認孔
路肩部　φ65

空洞確認孔
車道部　φ80

形状図 S=1:100

3 - 3

1 - 1 2 - 2 4 - 4

=
1
5
0

注入目地材タイバー D22
L=1000

縦目地詳細図 S=1:20

クラック誘導材
 H=50 チェアー D13

W500 H200

クロスバーD13
L=6000

錆止めペイント（中央部10cm塗布）

タイバー

クロスバー

チェアー

D22 L= 1000 n=7本 w=21kg

D13 L= 6000 n=4本 w=24kg

D13 L=  900 n=7本 w= 6kg

縦目地用数量

目地部重量

9°
48
′

22
″

0°16′14″ 0°
00
′

00
″

▽11.121
▽11.071
t=50mm

▽10.954
▽10.903
t=51mm

▽11.037
▽10.987
t=50mm

=
1
2
0
0

=
1
3
5
0

=
1
2
0
1

=
1
3
5
1

1
2

1
2

3 3

4

4

S1 D25

S2 D25

S3 D25

S1 D25S4 D22

S15 D13

S15 D13

S4 D22

S5 D22
S6 D22

S7 D22 S8 D22

S9 D22

S10 D22

S11 D22 S12 D22

S13 D22

S14 D22

S7 D22
S8 D22

S11 D22
S12 D22

S=1:50A1橋台踏掛版配筋図

S16 18-D10 X 960

S4
2
8
-
D
2
2
 
X
 
7
6
7
0
（

平
均

長
）

S 5
1
-
D
2
2
 
X
 
9
1
2
0 S 6
1
-
D
2
2
 
X
 
6
2
3
0

S 1
5
4
-
D
2
5
 
X
 
7
6
7
0
（

平
均

長
）

S2
1
-
D
2
5
 
X
 
9
1
2
0 S 3
1
-
D
2
5
 
X
 
6
2
3
0

S7 50-D22 X 3990（平均長） S8 40-D22 X 4000（平均長）

S9 10-D22 X 4240（平均長） S10 10-D22 X 4240（平均長）

S11 26-D22 X 3990（平均長） S12 21-D22 X 4000（平均長）

S13 5-D22 X 4240（平均長） S14 5-D22 X 4240（平均長）

S15 631-D13 X 460

鉄筋重量表
種 別 径 長  さ 本 数 単位重量一本当り重量 重  量 摘  要

S  1 D25 7670 54 3.98 30.53 1649 （平均長）

S  2 D25 9120 1 3.98 36.30 36

S  3 D25 6230 1 3.98 24.80 25

S  4 D22 7670 28 3.04 23.32 653 （平均長）

S  5 D22 9120 1 3.04 27.72 28

S  6 D22 6230 1 3.04 18.94 19

S  7 D22 3990 50 3.04 12.13 607 （平均長）

S  8 D22 4000 40 3.04 12.16 486 （平均長）

S  9 D22 4240 10 3.04 12.89 129 （平均長）

S10 D22 4240 10 3.04 12.89 129 （平均長）

S11 D22 3990 26 3.04 12.13 315 （平均長）

S12 D22 4000 21 3.04 12.16 255 （平均長）

S13 D22 4240 5 3.04 12.89 64 （平均長）

S14 D22 4240 5 3.04 12.89 64 （平均長）

S15 D13 460 631 0.995 0.46 290

S16 D10 960 18 0.560 0.54 10

4759

合　計 D25 1710 kg

D22 2749 kg

D13 290 kg

D10 10 kg

総重量 4759 kg

踏掛版平面積：62.738m 2

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

39/40

A1橋台踏掛版配筋図 

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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1.
4
73
%

2.386%

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

使用材料

σck＝24N/mm2

鉄　筋 SD345

ゴム沓
200x20x8949

アンカーボルト
D22 L=500

アンカーボルト
D22 L=500

背面図 S=1:100

平面図 S=1:100

※ 平面図内引出しにおいて
　　　上段は路面高，
　　　中段は踏掛版天端高
　　　下段は舗装厚を示す。

目地材
t=10mm

目地材
t=10mm

目地材
t=20mm

9°
43
′

43
″

▽10.509
▽10.459
t=50mm

▽10.616
▽10.566
t=50mm

▽10.723
▽10.673
t=50mm

タイバー D22
L=1000

縦目地

空洞確認孔
路肩部　φ65

空洞確認孔
車道部　φ80

形状図 S=1:100

支承部詳細図 S=1:20

マスチック型瀝青質填充材

ガス管
(SGP40A)

ゴム沓
200x20x8949

アンカーボルト
D22 L=500

S16 D10

目地材(エラスタイト)
t=20mm

1 1
2 2

1 - 1 2 - 2

3 - 3

4 - 4
S=1:50A2橋台踏掛版配筋図

4

4

3 3

=
1
5
0

0°
09
′
50
″

0°
00′00″

9°
41′40″

▽10.421
▽10.371
t=50mm

▽10.505
▽10.455
t=50mm

▽10.589
▽10.538
t=51mm

=
1
5
0
0

=
1
5
0
0

=
1
4
9
8

=
1
4
9
8

S11 D22 S12 D22

S13 D22

S14 D22

S7 D22 S8 D22

S9 D22

S10 D22

S11 D22
S12 D22

S7 D22
S8 D22 S15 D13

S15 D13

S4 D22

S5 D22 S6 D22

S1 D25

S2 D25 S3 D25
S4 D22

S1 D25

注入目地材タイバー D22
L=1000

縦目地詳細図 S=1:20

チェアー D13
W500 H200

クロスバーD13
L=6000

錆止めペイント（中央部10cm塗布）

タイバー

クロスバー

チェアー

D22 L= 1000 n=7本 w=21kg

D13 L= 6000 n=4本 w=24kg

D13 L=  900 n=7本 w= 6kg

縦目地用数量

目地部重量

クラック誘導材
 H=50

空洞確認孔 S=1:5
車 道 部 路 肩 部

舗装

硬質塩化ビニル管
(VPφ65)

硬質塩化ビニル管
(VPφ40)

マーカー
(落下防止ひも付き)

舗装

キャップ キャップ

硬質塩化ビニル管
(VPφ50)

S16 18-D10 X 960

S6
1
-
D
2
2
 
X
 
9
3
0
0

S 3
1
-
D
2
5
 
X
 
9
3
0
0 S5

1
-
D
2
2
 
X
 
6
2
3
0

S 2
1
-
D
2
5
 
X
 
6
2
3
0

S 4
2
8
-
D
2
2
 
X
 
7
7
7
0
（

平
均

長
）

S 1
5
4
-
D
2
5
 
X
 
7
7
7
0
（

平
均

長
）

S7 39-D22 X 3990（平均長）

S11 20-D22 X 3990（平均長）

S8 50-D22 X 4010（平均長）

S12 26-D22 X 4010（平均長）

S9 11-D22 X 4260（平均長）

S13 6-D22 X 4260（平均長）

S10 11-D22 X 4260（平均長）

S14 6-D22 X 4260（平均長）

S15 626-D13 X 460

鉄筋重量表
種 別 径 長  さ 本 数 単位重量一本当り重量 重  量 摘  要

S  1 D25 7770 54 3.98 30.92 1670 （平均長）

S  2 D25 6230 1 3.98 24.80 25

S  3 D25 9300 1 3.98 37.01 37

S  4 D22 7770 28 3.04 23.62 661 （平均長）

S  5 D22 6230 1 3.04 18.94 19

S  6 D22 9300 1 3.04 28.27 28

S  7 D22 3990 39 3.04 12.13 473 （平均長）

S  8 D22 4010 50 3.04 12.19 610 （平均長）

S  9 D22 4260 11 3.04 12.95 142 （平均長）

S10 D22 4260 11 3.04 12.95 142 （平均長）

S11 D22 3990 20 3.04 12.13 243 （平均長）

S12 D22 4010 26 3.04 12.19 317 （平均長）

S13 D22 4260 6 3.04 12.95 78 （平均長）

S14 D22 4260 6 3.04 12.95 78 （平均長）

S15 D13 460 626 0.995 0.46 288

S16 D10 960 18 0.560 0.54 10

4821

合　計 D25 1732 kg

D22 2791 kg

D13 288 kg

D10 10 kg

総重量 4821 kg

踏掛版平面積：63.607m 2

【４号橋】

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

 宮　城　県 図番

位置

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)橋梁下部工(4号橋)工事

みやぎ県北高速幹線道路(主)築館登米線

平成28年度　受(Ⅲ)橋第4-1号

設計
年度

NO.
～NO.図　示

40/40

A2橋台踏掛版配筋図

（参考図）

宮城県登米市迫町北方　地内
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